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はじめに 

近年、東日本大震災・阪神淡路大震災や豪雨などの自然災害により甚大な被害が多発して

いる。これらの自然災害は、生活インフラに支障を及ぼし、医療機関も大きな被害を受ける

ことが多く見られる。また、今もなお猛威を振るう新型コロナウイルスによる感染症は、

2020年 1月 6日に日本国内では最初の感染者が確認された。同年 2月には感染症が拡大し、

横浜港に停泊していた大型クルーズ客船「ダイヤモンド・プリンス」にて国内初となる集団

感染が発生し一気に感染症対策への機運が高まる。その後 4 月 7 日には政府より緊急事態

宣言が発出され今日に至るまで蔓延防止対策措置法含めさまざまな感染症対策がとられて

いる。弊社は、このような自然災害や感染症に対応すべく株式会社 Sanseiと業務提携を交

わし、医療用コンテナ設備「Medical Container – Cube®（MC-Cube）」の実績を持つ株式会

社 Sansei と業務提携を交わし、国内発の感染症対策医療コンテナ CT 及び新型コロナウイ

ルス検査用コンテナ（図．1）を製品化した。 

本稿では、感染症対策医療コンテナ CTを中心に特長と検査の流れについて紹介する。 

 

 

 

図.1 感染症対策医療コンテナ CT / 新型コロナウイルス検査用コンテナ 
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感染症対策医療用コンテナ CT 

 感染症対策医療用コンテナ CT（以下、コンテナ CT と記す）には、Convention on Safe 

Containers（CSC※1）認証を取得した ISO規格の 40フィートコンテナを採用している。 

※１：CSC：安全なコンテナのための国際条約 

 コンテナを積載するシャーシにはエアーサスペンションを装備しており、コンテナ内に

設置した精密機器への振動を軽減する性能が具備されており、コンテナ CTを牽引するため

のトラクターヘッドを用意することで容易にコンテナ CTを輸送することが可能なシステム

である。陸路や海路での輸送性に優れており、『自然災害等による被災地での診療』や『感

染症診療を目的とした医療機関における建築設備と隔離した診療設備』としての用途が期

待される。 

 コンテナ内部は、ディーゼル発電機を設置している発電機室、CT 装置を設置している検

査室、CT 装置のコンソールを設置している操作室、さらには患者様を検査室内に誘導する

ための通路に分けられており、それぞれの部屋にディーゼル発電機、CT、操作コンソール、

空調設備が配備されている。また、コンテナ外部には、コンテナ内に入室するための階段と

昇降リフトが装備されている。（図．2） 

 

 

図.2 コンテナ CTの内部構造 

 

感染症対策医療用コンテナ CTに搭載してる設備 

ディーゼル発電機 

 コンテナ CT は、生活インフラが機能していない被災

地や医療施設でも CT を稼働させることが可能な発電機

として ABZ社のディーゼル発電機を搭載。（図．3）燃料

満タン時であれば、7日間（連続 24時間）稼働すること

が可能な高性能発電機である。 

 

 

       図.3 ABX社製 ディーゼル発電機 
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コンテナ CTの感染症対策 

コンンテナ CTには、① 清潔区域・汚染区域のゾーニング、② ウイルス対策 空調設備、

③ 抗菌ガラスウォールの 3つの感染症対策が施されている。 

 

① 清潔区域・汚染区域のゾーニング 

新型コロナウイルス感染症の主な感染経路は飛沫感染とされている。そのため、感染者と

非感染者の作業空間を完全に隔てることが望ましい。コンテナ CTは、医療機関とは別の空

間に CTの検査環境を構築できることから、院内とのゾーニングに貢献する設備である。さ

らに、コンテナ CT内の空調設備にて陽圧・陰圧の空圧制御をすることにより、清潔区域と

汚染区域のゾーニングをすることで、CT を操作する医療従事者の感染リスクを軽減してい

る。（図.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図.4 コンテナ CT内のゾーニング 

 

② ウイルス対策 空調設備 

 コンテナ CTには、ゾーニングだけではなくウイルスの集積と滅菌が可能な空調設備であ

る、Weisstecnik社製 Hygienic Air-Cooling Unit Vindur Topを搭載している。本空調設

備には、欧州フィルタ規格（EN1822H）に対応した H14グレード HEPAフィルタと UVランプ

が内蔵されており、汚染区域内の空気中に飛散している飛沫に付着したウイルスをフィル

タが集積し、紫外線と加熱によりウイルスを滅菌してからコンテナ外に安全な空気を放出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 汚染区域 清潔区域 
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③  抗菌ガラスウォール 

検査室の壁在には、手術室の壁在としても広

く活用されている、抗菌ガラス（MEDIK 社製ガ

ラスウォール）を採用している。（図.5）抗菌

ガラスは、クリーニングが容易であり他の壁在

と比べウイルスや菌の付着、繁殖を防ぐことが

可能でかつ耐久性に優れた壁在である。 

 

        図.5 MEDIK 社製ガラスウォール 

 

感染症対策医療コンテナに搭載する CT装置 

 感染症対策医療コンテナには、 Aquilion Lightning / Helios i Edition（以下、Heliosi 

Editionと記す。）（図.6）を搭載している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図.6 Aquilion Lightning / Helios i Edition 

 

コンテナ CTとしての、Helios i Editionは 4つの特長を有している。 

① 高性能とコンパクトの両立 

② 車載 CTキット 

③ SURE Positioning機能による遠隔操作 

④ Deep Learning技術を用いて設計された最新の画像再構成技術 
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①  高性能とコンパクトの両立 

Helios i Editionは最小設置面積 9.8m2という省スペースを実現しつつ架台の開口径は

クラス最大の 780 ㎜を採用しており、患者との接触リスクが大幅に軽減し高齢や病態によ

って動きが制限される患者さんにおいても、柔軟で安全な検査環境を提供可能である。 

また、クラス最薄の 0.5mm 厚、80 列の検出器を搭載したており、全身のあらゆる部位で

等方性ボクセルによる緻密な形態情報を描出することができる。また、息止めが難しい患者

さんでも全肺野の撮影が短時間で可能である。 

 

 

② 車載 CTキット 

コンテナ CTでは、CT（Helios i Edition）を車両に搭載するための車載 CTキットを CT

と共にコンテナ内に設置している。耐震部品を用いて CTのガントリやコンソールをコンテ

ナに固定することで、コンテナ車両への搭載と移送を可能にしている。 

 

 

③ SURE Positionによる遠隔操作 

SURE Positionは、操作コンソール上で、遠隔で適切な撮影ポジショニングを設定すること

ができる機能である。オペレータは位置決め画像から撮影範囲のみならず寝台を上下・左右

にも移動させることが可能である。（図.7）ポジショニングに要する所要時間が約 50％短縮

されると共に、患者と接触する時間を短縮できることでオペレータの感染リスクの低下が

期待できる。 

  図.7 寝台左右動機能と SURE Position 
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④ Deep Learning技術を用いて設計された最新の画像再構成技術 

Deep Learningを用いて設計された最新の画像再構成技術 Advanced intelligence Clear-

IQ Engine – integrated※2（以下、AiCE-iと記す。）を搭載。AiCE-iにはノイズ成分と信号

成分を正確に識別する処理を用いており、空間分解能を維持したままノイズを選択的に除

去することが可能である。（図.8）ルーチン検査をはじめ、救急検査、新型コロナウイルス

感染症疑いの患者など、全ての検査において少ない被ばく線量で高画質が提供可能となる。 

 

  図.8 FBP再構成画像と AiCE-i再構成画像の比較 

 

※2：本システムには自己学習する機能は有しておりません。 
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感染症対策医療用コンテナ CTによる検査の流れ 

 コンテナ CTにおける検査の一連の流れについて紹介する。感染症対策をした医療従事者

が患者さんをコンテナ及び検査室へ誘導する。歩行可能な患者さんは階段を用いて誘導し、

車いすやストレッチャーでの入室が必要な場合にはコンテナに備え付けられている昇降リ

フトを用いて検査室内まで患者さんを誘導する。寝台にてポジションニングをして検査を

実施。撮影終了後に患者さんを外に誘導し、患者さんが検査室から退室した後に検査室の清

掃を行う。（図.9） 

 

 

① コンテナへの誘導   ② 検査室への入室 

昇降リフトによるコンテナへの入室 

③ ポジショニング    ④ 撮影 
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⑤ 検査室から退室   ⑥ 検査室内の清掃 

 

おわりに 

本稿では、株式会社 Sansei との協業で開発した感染症対策医療用コンテナ CT の概要か

ら特長と検査の一連の流れについて紹介した。 

キヤノンメディカルシステムズは、本稿で紹介した感染症対策コンテナ CT や X 線 CT 装

置を始め、X線診断装置、超音波診断装置、新型コロナウイルス迅速検査装置など、COVID-

19 診断に必要なトータルなソリューションを提供することで、災害医療や新型コロナウイ

ルス感染症の拡大防止に取り組まれているすべての医療従事者の皆さまを強力に支援し続

ける。 

 

※ 本原稿にて紹介した薬機認証品の薬機情報は以下の通りである。 

一般的名称 全身用 X 線 CT 診断装置  

販売名  CT スキャナ Aquilion Lightning TSX-036A  

認証番号 228ABBZX00118000 
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